
[2] 手足の甲のツボで運動鍼

 ◎応急の原則：遠くに強く引く　>>>　頭・胴体の場合：手足の甲の陽経側に引く

(1) 運動鍼するツボ、姿勢
　① 首肩などの症状：手甲のツボ（座位）
　② 腰　などの症状：足甲のツボ（ラクな寝方）
　③ 腰　などの症状：手甲のツボ（立位）　　　　（(2)の跡にやってもよい）

(3) 使うツボや注意点
　① 首肩などを手甲の運動鍼
　　　鼻、目頭、前歯：1~2間　　瞳、臼歯：2~3間　　目尻、耳：3~4間　　耳、後頭後頚部：4^5間
　② 腰などを足甲の運動鍼
　　　腹など前：2~3間　　横（＆冷え）：3~4間　　腰など後ろ：4~5間
　　　※腰が動かしづらいときは、アゴや手を動かす
　③ 腰などを手甲の運動鍼
　　　患者さんが立って動ける程度の腰の動作制限なら、手甲4~5間のツボや後渓に浅刺しで運動鍼

①症状をモデル役に話してもらう
　・動作制限などが見た目に分かりやすいのでモデルに向く

症状を聞く
　　調べる

⑤先ずは、刺鍼か所の凹み、ベタベタ、色、痛さ、奥の硬さなどの変化
　次に、患部の痛みや動作制限などの変化変化の確認

④押し手をしっかり、軽く1,2回弾入、静かに刺鍼していく
　患者さん役と声を掛け合いながら、患者さん役の様子を観察
　瞬きや腹への息の入り具合をよく見る
　変化があったら、刺入を止め、その深さで撚鍼、横揺らしなどしながら
　患者さんに、頭首肩をラクな範囲で動かしてもらう（気持ちよさを探しながら）
　　だんだんラクに動かせる範囲が大きくなったら、改善の証拠

刺鍼しながら
患部を動かし
てもらう

(2) 手順 

手足の甲
ツボ探し

③井穴や水掻きを摘んだり、甲の骨間や指裏指関節横紋端を押したりする
　　骨間の狭い所、摘んだり押したりして痛い所
　　二つ三つ見付かったら、イヤな感じや痛みの強い方

②症状のある場所を左右、前横後の６分類の中から決める症状の場所
左右,前横後


